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l
ウ
ェ
ル
の
評
論
を
講
聾
し
て
ゐ
る
。
『
動
物
農
場
』
司
一
九
八
四
年
』
と
い
っ
た
政

ナ
リ
ズ
ム
に
見
出
す
事
は
頗
一
ら
、
何
ら
驚
く
に
は
酋
ら
な
い
。
一
を
取
」
れ
な
ど
と
勧
告
す
る
資
一
ゐ
る
贋
つ
嘗
な
「
デ
モ
ク
ラ
シ
一
「
検
察
が
立
謹
」
出
来
な
く
と
一
取
る
の
が
常
識
だ
ら
う
。
『
素
一
し
て
「
政
治
主
導
」
に
す
れ
ば
一
津
氏
を
今
回
の
や
う
に
扱
き
下
一 

周
知
の
よ
う
に
、
孫
文
は
=
一

V

・オ 

は
な
い
ぞ
」


早
稲
田
大
皐
准
教

治
家
の
評
慣
は
、
そ
の
掲
げ
る
一
園
庫
金
の
摘
出
を
招
く
と
共
に
一
寸 

」
百
年
前
の
十
月
十

l
1

政
策
と
、
悪
し
き
手
段
す
ら
厭
一
似
非
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
流
さ
二
朝
一
目
、
湖
北
省
武
昌

は
ず
に
錆
し
遂
げ
た
貫
績
と
に
一
れ
て
し
ま
ふ
底
の
「
文
武
雨
道
」
一
一
二
一
一
で
宰
亥
革
命
が
起

よ
っ
て
行
ふ
べ
き
で
あ
っ
て
、
一
の
曙
み
し
か
持
ち
合
せ
て
ゐ
な
一
一 

4
4
一
こ
っ
た 

中
国
近

V

情
漂
で
あ
る
か
否
か
は
二
の
一
か
っ
た
調
停
だ
し
、
テ
ロ
リ
ス
ト
一
「 
!
l
L
代
化
の
出
発
点
と

勘定 

唱
と
い
ふ
精
神
と
費
浬
を
恥
ぢ
る
一
と
し
て
決
し
て
名
審
に
な
ら
な
一
立
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
に
い
た

a
t
-
S
'
E
H

次
、
=
一
の
次
で
し
か
な
い
。
例
一
の
脅
迫
に
屈
し
た
と
の
批
判
を
一
な
っ
た
事
件
で
、
翌
年
一
月
一

へ
ば
「
文
武
両
道
を
た
し
な
む
一
列
園
か
ち
浴
び
た
事
は
政
治
家
百
、
中
華
民
国
臨
時
政
府
が
樹

乙
の
秋
期
、
早
稲
田
大
撃
文
撃
部
に
於
け
る
携
富
講
義
「
政
治
と
文
事
」
に
て
ジ
ョ
ー
ジ

治
小
説
で
知
ら
れ
る
こ
の
二
十
世
紀
英
園
の
作
家
は
、
例
へ
ば
か
う
い
ふ
事
を
説
い
た
。

「
選
揮
ど
は
糖
て
、
政
治
的
な
選
揮
で
さ
へ
も
、
善
か
悪
か
を
選
ぶ
事
だ
」
ど
大
方
の
人
間

は
今
な
ほ
信
じ
込
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
ん
な
幼
稚
な
考
へ
は
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
、
「
政
治
の
場

で
出
来
る
事
と
は
精
々
、
二
つ
の
悪
の
内
い
づ
れ
が
増
し
か
を
決
す
る
事
、
そ
の
程
度
で
し

か
凡
そ
あ
り
得
な
い
。
」

法
律
や
裁
判
は
無
用
の
長
物
な
の
か

揮
は
黒
に
決
っ
て
ゐ
る
」
と
濁
一
聞
』
朝
刊
の
社
禽
面
に
は
、
一
お
か
だ
し
ゅ
ん
の
す
け
昭
一
心
を
持
っ
て
ゐ
た
」
故
福
田
起
一
い
し
、
そ
れ
に
何
よ
り
、
吾
園
一
の
が
い
う
ま
で
も
な
く
孫
文
で

り
密
か
に
睦
く
ぐ
ら
ゐ
の
自
由
一
「
政
治
資
金
こ
詳
し
い
」
岩
井
一
和
部
年
生
れ
。
早
稲
田
大
事
文
一
夫
氏
ま
昭
和
五
十
二
年
、
日
航
一
の
園
盆
を
損
な
っ
た
事
よ
紛
れ
一
あ
る

一

』

一

事

部

、

同

大

撃

院

博

士

課

程

漏

一

¥

』

一

、

一

V
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ

は
百
々
に
も
保
謹
さ
れ
て
ゐ
ょ
一
奉
信
・
日
大
教
授
の
談
話
が
載
一
期
退
事
。
英
文
撃
専
攻
。
一
ノ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
の
人
質
を
一
も
無 

事
費
で
は
な
い
か
。
マ
一
て
、
最
近
、
孫
文
関
連
の
本
が

一
救
ふ
ベ
く
、
「
人
命
は
地
球
よ
一
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
を
富
一
黙
視
す
一
色
々
出
て
い
る
が
、
こ
の
九
月
、

I
l
l
i
-
-
-
1
1
1
1

U

う
。
が
、
そ
れ
を
公
の
場
で
堂
一
つ
て
ゐ
る
。
日
く
、
「
こ
れ
ま
で

々
と
「
主
張
」
す
る
の
は
、
言
一
で
の
現
制
法
違
反
事
件
で
は
、
一
考
へ
は
参
考
程
度
に
と
ど
め
る
一
り
重
い
」
と
て
身
代
金
を
捕
ひ
、
一
る
列
強
と
渡
り
合
ふ
に
は
、
-
岩
波
文
庫
に
『
孫
文
革
命
文
集
』

論
人
・
一
言
論
機
聞
に
と
っ
て
言
一
あ
い
ま
い
な
部
分
が
あ
っ
て
も
一
と
い
ふ
の
な
ら
話
は
解
る
が
、
一
囚
人
を
引
き
渡
す
と
い
ふ
「
超
一
「
潔
さ
」
を
尊
ぶ
「
日
本
精
神
」
一
が
入
っ
た
。
中
国
が
毛
沢
東
時

語
道
断
の
自
殺
行
持
に
他
な
ら
一
検
察
が
立
誼
で
き
な
け
れ
ば
被
-
今
や
そ
れ
を
基
に
し
た
検
察
審
一
法
規
的
措
置
」
を
取
っ
た
が
、
一
だ
け
で
は
断
じ
て
足
ら
ぬ
ゆ
ゑ
一
代
に
戻
る
こ
と
は
先
ず
あ
り
得

ぬ
。
故
小
室
直
樹
氏
、
が
強
調
し
一
告
に
有
利
に
働
い
て
ゐ
た
が
、
一
査
曾
制
度
に
よ
っ
て
強
制
起
訴
一
結
局
の
と
こ
ろ
、
身
銭
な
ら
ぬ
一
ん
で
あ
る
。
一
な
い
。
そ
れ
は
、
国
民
を
再
び

た

や

う

に

、

「

裁

判

か

始

ま

れ

一

今

回

は

被

告

が

十

分

説

明

で

き

一

ま

で

行

へ

る

の

だ

か

ら

恐

ろ

し

一

一

恐

怖

と

貧

困

に

陥

れ

る

か

ら

だ

が
最
終
確
定
し
て
ゐ
な
い
人
一
ば
、
望
者
評
論
家
は
謹
言
を
控
一
な
け
れ
ば
不
利
に
判
断
し
て
を
一
い
。
小
津
傘
下
の
議
員
ら
が
一
さ
う
い
ふ
手
合
を
「
馬
鹿
者
」
と
呼
ぶ
一 

し
か
し
今
の
中
国
に
は
向
か

V

問

、

い

や

い

や

一

審

の

判

決

す

一

へ

、

マ

ス

コ

ミ

も

、

ご

く

簡

軍

↑

り

、

政

治

資

金

に

封

す

る

噛

民

一

「

素

人

に

よ

る

審

査

に

は

問

題

一

一

う

べ

き

目

標

・

理

念

が

な

い

。

ら
未
だ
受
け
て
ゐ
な
い
人
聞
に
一
な
経
緯
し
か
報
道
し
な
く
な
一
の
考
へ
に
合
致
し
て
ゐ
る
」
一
が
あ
る
」
と
批
判
し
た
の
に
町
一
こ
の
度
、
屋
山
氏
の
昨
今
の
一
と
こ
ろ
が
民
主
黛
政
権
の
「
脱
一
ぞ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う

か
う
い
ふ
人
聞
や
政
治
に
闘
一
小
漕
氏
本
人
に
有
罪
判
決
が
一
向
っ
て
、
「
政
治
的
責
任
」
な
一
る
」
、
そ
れ
が
「
預
断
は
裁
判
一
|
|
つ
ま
り
素
人
た
る
「
園
民
」
一
し
て
居
山
氏
は
、
「
政
治
家
は
一
論
調
を
調
べ
て
一
つ
判
っ
た 
c

一
官
僚
主
導
」
が
進
ま
ぬ
現
状
に
一
か
、
こ
の
と
こ
ろ
中
国
で
も
孫

す
る
深
い
洞
察
を
昨
今
の
ジ
ャ
一
下
っ
た
課
で
は
な
い
の
だ
か
一
ら
ま
だ
し
も
、
「
道
義
的
責
任
一
の
禁
忌
で
あ
る
」
と
承
知
し
て
一
が
疑
念
を
抱
け
ば
、
た
と
ひ
一
い
つ
も
素
人
に
分
か
る
行
動
を
一
ど
う
や
ら
「
官
僚
主
導
」
を
排
一
苛
立
つ
や
、
黛
内
買
力
者
の
小
一
文
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る

る
稀
で
、
政
治
評
論
の
大
半
は
一
し
か
も
「
子
分
」
た
ち
は
控
訴
↑
格
が
一
樟
誰
に
あ
る
か
。
さ
う
一 

l
諸
聞
の
常
」
な
の
だ
。
「
道
一
も
、
す
な
は
亘
刑
事
裁
判
に
於
一
人
に
は
さ
う
受
け
取
ら
れ
て
し
一
寓
事
う
ま
く
ゆ
く
と
で
も
考
へ
一
ろ
す
。
こ
れ
だ
け
見
識
の
無
さ
一
民
主
義
を
主
唱
し
た
が
、
そ
の

そ
の
時
々
の
現
象
に
振
り
廻
さ
一
し
て
無
罪
を
訴
へ
て
ゐ
る
。
さ
一
い
ふ
リ
ン
チ
が
許
さ
れ
る
の
な
一
義
的
責
任
」
と
や
ら
の
追
及
は
、
一
け
る
巌
格
な
法
手
績
を
蔑
ろ
に
一
ま
ふ
の
か
』
と
悟
っ
た
時
鮎
で
、
一
て
ゐ
る
ら
し
く
、
そ
の
恩
ひ
込
一
を
晒
す
「
物
語
」
が
揃
っ
て
ゐ
一
目
指
す
と
こ
ろ
は
社
会
民
主
主

れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
、
日
一
う
で
あ
る
以
上
、
吾
々
法
治
園
一
ら
、
も
は
や
法
律
や
裁
判
は
無
一
最
高
裁
が
有
罪
判
決
を
下
し
て
一
し
て
も
、
被
告
を
有
罪
に
し
得
一
議
員
の
資
格
は
な
い
と
知
る
べ
一
み
を
巡
っ
て
、
小
揮
一
郎
と
い
一
る
以
上
、
「
屋
山
民
よ
、
評
論
一
義
に
近
か
っ
た
。
従
っ
て
そ
れ

頃
目
を
通
す
事
は
殆
ど
無
い
。
一
の
園
民
は
彼
等
の
法
的
檀
利
を
一
用
の
長
物
で
し
か
な
い
。
「
小
一
か
ら
に
す
れ
ば
宜
し
い
。
一
る
と
い
ふ
事
だ
が
、
岩
井
氏
は
一
き
だ
」
と
反
論
す
る
の
だ
が
、
一
ふ
政
治
家
に
封
す
る
論
評
も
こ
一
家
の
資
格
は
無
い
ぞ
」
と
言
は
一
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
立
つ
毛

と
こ
ろ
が
先
日
、
つ
い
つ
い
表
一
尊
重
せ
ね

岡

田
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